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1.数値目標 
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出典：日本政府観光局「訪日外客数推計」 
    観光庁「訪日外国人消費動向調査」 
    2014年以降は目標値 

来阪外国人旅行者数（主指標）の推移と目標 

◆2020年の来阪外国人旅行者数650万人達成に向け、2015年度の目標は380万人に設定。 
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副指標 2014年目標 

外国人延べ宿泊者数 430万人 

延べ宿泊者数 2,500万人 

国際会議開催件数 310件 

MICE外国人参加者数 23,000人 

2015年目標 

510万人 

2,600万人 

325件 

24,500人 

備考 

※観光庁「宿泊旅行統計調査」 

※観光庁「宿泊旅行統計調査」 

※JNTO「国際会議統計」 

※JNTO「国際会議統計」ならびに大阪観
光局による集計 



Osaka Government Tourism Bureau 
2 

2.基本方針 

 大阪観光局がスタートして３年目にあたる平成２７年度は、インバウンドのさら
なる誘致とアジア屈指のＭＩＣＥ都市大阪の実現にむけ、事業の選択と集中を
行い、事業展開を行う。 
 
 また、平成２７年度の「シンボルイヤー」と連動した事業の推進、既存観光コン
テンツのリパッケージにより、大阪の観光魅力と知名度向上につなげていく。 
 
 上記事業の実施に際し、外国人動向調査、経済波及効果の結果を活用し、
戦略的で効果的なプロモーションを実施する。 
 
 観光客の大半を占める国内需要については、その需要を着実に取り込むべ
く、アクセス事業者等と連携した国内プロモーションを行う。 
 
 さらに、大阪のみならず、関西の地の利を生かした「ゲートウェイ」として、観光
案内所の充実や、インターネットを活用した国内オプションツアー販売など、外
国人受け入れ環境の整備・充実にむけた検討を進め、大阪・関西全体の観光
魅力の底上げをはかる。 
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3 ※マレーシア、インドネシアからの誘客促進のため、ムスリム対応の環境整備の推進にも取り組む 

3.インバウンド誘致ターゲットの明確化 

◆限られたリソースを有効に活用するために、以下の市場からの誘客に注力 

成長市場 
タイ・マレーシア・シンガポール・
フィリピン・ベトナム 
旅行会社向けのB to Bプロモー
ション、旅行博出展など 

アメリカ、ヨーロッパ、オセアニアに
ついては十分な市場リサーチの後、
ターゲットを明確化 
教育旅行については、上記カテゴ
リーとは別にタイ、オーストラリアな
ど実績が多いところに集中 

新興市場 
インドネシア・インド 
富裕層向けのプロモーション中心 
※インドについては、映画を通じた
観光誘客（ｽｸﾘｰﾝﾂｰﾘｽﾞﾑ）も 

成熟市場 
韓国・台湾・香港 

FIT層に向け、様々な観光魅
力をB to C で直接PR 

再興市場 
中国 

FIT需要に加え、再開の傾向がみ
られる団体需要を取り込むため、
旅行会社むけセールスを強化 
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○ブランド戦略に基づくＰＲ 
インターネット、SNSによるB to Cの情報発信 
ＰＲツール(ガイドブック等)の活用 
 

○関空ハブ機能強化やクルーズ誘致の促進のた
めのプロモーション活動 
関西国際空港や大阪市港湾局との連携強化 
 

○ホテル不足への対応 
新たな宿泊施設の掘り起こし 
旅行会社（特に海外）とのマッチング 

 
○周辺地域・都市との連携強化 
府域自治体の取組との連携 
友好都市との周年事業の活用・連携 など 
 

○関連団体等との連携強化 
 

大 阪 

広島 
100分 

神戸 
20分 

京都 
30分 

大津 
40分 

伊勢 
１20分 

奈良 
３5分 

和歌山 
80分 

関西 
国際空港 
４５分 

姫路 
60分 

4.「観光都市・大阪」ブランドの確立 

◆ 「Asian Gateway Osaka」のキャッチコピーを国内外に継続発信し、ブランドを確立。 
◆関西国際空港と大阪港という玄関口を持ち、個性的で文化的な観光圏の中心である立地を生かし、
西日本観光のハブ都市としての大阪の魅力も積極的に発信 
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道頓堀川開削４００年 

5.シンボルイヤー（2015年）に向けた取り組み 

◆「大坂の陣400年天下一祭」を中心に、イベントコンテンツの旅行商品化と国内外旅行会社へのセー
ルスを強化。併せて情報発信を実施。 

新世界・天王寺動物園誕生１００年 
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6.既存観光素材のリパッケージ 

◆平成26年にユニバーサル・スタジオ・ジャパン®にオープン
した新しいエリア「 The Wizarding World of Harry Potter 」
や、あべのハルカス、大阪の冬を彩る「大阪・光の饗宴」を
大阪の新しい観光魅力として、関係先と連携しながらＰＲ・
誘客促進に努める。 

   
◆天神祭、「大阪アジアン映画祭」などの既存の観光素材に
ついても各関係先と連携しながらより魅力的なインバウンド
旅行商品化への提案を強化する。 
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7.大阪ならではの魅力の発信 

◆食文化や歴史文化、「水都大阪」、ショッピングなど大阪が持つ様々な観光魅力をまとめて、「やさし
い・たのしい・おいしい大阪」としてブランド化し、情報発信 
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ASIA YOUTH 
ORCHESTRA 

国際紅白歌合戦 
大阪城ｽｰﾊﾟｰｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝｼｮｰ 

平成26年度の協賛、協力事業を中心に掲載。 
平成27年度の同事業への協賛、協力については今後要検討。 

写真はｲﾒｰｼﾞ 

8.集客イベントの主催・協力 

◆冬期閑散期の集客コンテンツとして「大阪城3Dマッピング スーパーイルミネーション」を継続実施、
大阪全域の「光の饗宴」とともに国内外にPR 

◆その他、文化・芸能イベントへ等の協力等を通じ、観光・文化都市としての大阪の魅力向上を図る 

JAPAN DANCE DELIGHT 世界ｽｰﾊﾟｰｼﾞｭﾆｱﾃﾆｽ 

次世代を担う若者(Youth)
たちに大阪を知ってもらい、
大阪の魅力を世界に拡散 
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○MICEマーケティング活動の促進 
   国内外MICE関係機関との連携強化による市場把握等 

 

○MICEアライアンスによる事業展開 
海外MICE展示会でのオール大阪によるプロモーション、ディスティ
ネーションショーケースの充実、創出型MICEの実施検討等 

 

○MICE開催支援の強化 
   開催支援制度の拡充、MICE商品開発の促進等 
 

○周辺他都市との連携 
   京都・神戸等と連携し、広域的な 
   受け入れ態勢を強化 

9.MICE開催地としての大阪の基盤強化 

◆関連事業者によるアライアンスを中心に、バイヤー向けショーケース等を実施し、MICE誘致を図る 
◆大阪の魅力を活用したMICE商品の開発を行い、基盤強化を図る 
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○Osaka Free Wi-Fiの充実 
外国人観光客向けOsaka Free Wi-Fi整備を充実させるとともに、関西への枠
拡大のため他府県との連携 

 

○観光案内所の活用 
来訪者との接点となる案内所の機能充実について検討 

 
○大阪周遊パスの充実 
２日利用券の日本人向け販売など、利用者の利便性をさらに向上 

 

○周遊観光の環境整備促進 
観光バスなどの周遊ツールの働きかけ 

 
○ＰＲツールの充実 
利用者目線のよりわかりやすい内容へ 

 
○多言語対応促進 
国や関西全体での対応の働きかけ 

 
○ハラール対応の推進 
マニュアルやガイドブックの充実やセミナー開催 

 
○オンラインショッピングの検討 
外国人向けのオプションツアーなどの販売や、「大阪限定商品」等の販売 
(英国政府観光庁「Visit Britain」の事例) 

 
 

10.受け入れ環境の充実（ホスピタリティの向上） 

◆府民・市民レベルに至るまでインバウンド受け入れ意識を徹底し、「やさしい・たのしい・お
いしい」大阪を全域で体現 

◆通信環境、多言語化、観光案内所の充実など、ハード面での整備も主導 

Visit Britain 
ホームページ 


